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中村真造型科学研究室を尋ねて

訪 閥 者

向 井 正 也

元 井 能

北 根 肇

中 西 徹

211-3444と ダ イ ヤ ル を廻 す 。

「ハ イ,な か む らア トリエ で す … … 」 と女 の方 が 受 話 器 に 出 る。

これ が,申 村 真 氏 の 第 一 印象 で あ る。

会 社 や 銀 行 を電 話 で 呼 び 出す と,至 極 ビジ ネ ス ラ イ ク に,女 子 交 換 手 が応 答

す る ものだ が,大 学 の研 究 室 とか,デ ザ イ ン事 務 所 とい った所 は,お お よ そ,

Lジ ネ ス ラ イ クで は な く,ど ち らか と云 えば ヒ ュマ ニ ス テ ィ ッ クで あ る。 そん

な先 入 感 の あ っ た,ア トリエか ら,至 極 洗錬 され た ビジ ネ ス の応 答 を受 けて,

驚 い たの は無 理 か らぬ こ とで あ ろ う。
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イ ー ム ズ の い す

ヤ コ ブ セ ン の い す



近 作 の絵 と

ヴ ェニ ー二 の ペ ンダ ン トラ ン プ

ガ ラス器(ス ウェ ーデ ン) 時計(イ タ リヤ製)

ガ ラ ス 壷

(ヴ ェニ ー 二)

フ ォ ー ク ・ス プ ー ン ・ ナ イ フ(ヤ コ ブ セ ン 丿

17才 の 絵



か く丁,ビ ジネスライクに訪問の意を伝え,某 月乳某日,午 後4時 に申村真

氏宅の近くの十合百貨店の2階 のロビーに訪問者一同が集結した。

編集委員の向井主也 元井饂 北根肇 申西徹ρ四名である。

たまたま,十 合百貨店二階サロ.ンではジ某新聞社の主催で,「 世界商業美術

展」なるものが催されていた。 ・

申西が言った。 「一寸,こ れを見て行 きましよ うや。」

元井が言 った。 「何 も喰べな くて もいいでしよ うか。」 ・

申西が言った。 「いいで しよう。」

とい う具合に,集 結場所の喫茶室では,何 もとらずに出て了 う一…

北根が言った。 「余 り,変 りばえが しませんな,マ ンネリズムですか。」

向井が言った。 「グラフィックデザインとい うものはこんな ものですよ,こ れ

がグラフィックなのですよ。」

早々に引 きあげることにしました。 この展覧会を見るのが今 日の我々の目的

ではないか らです。

御堂筋 も変 りました。最近では,勧 銀ビル,富 士銀行 ビル,高 麗橋ビル,日

本板ガラスビル,日 生 ビル,御 堂会館,新 歌舞伎座 と,高 層建築が両側にズラ

リと並ぶようになった。その御堂筋に面 して,殆 んど頑固ともいえる姿のまま

で居坐っているのが申村真宅である。

ファサードは,ね ずみ色に変 じて,壁 の所々か らルームクーラーのお尻が出

ているの も面 白い。

向井さんは 「趣きがありますよ,こ のファサードは……」 と申されました。

氏は現代建築の評論家で もあります。

看板に 「中村真造型科学研究室」 と読みました。造型研究室でなくて,造 型

科学研究室とあるところがユニークであると向井氏は再びほめました。

玄関の戸を開けると,ス バル360が 先客で居坐って居 り,入 る余地がありま

せんでした。 しかし,よ く見るとこの自動車は中村氏の愛用車であって,先 客
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ガ ラ ス 器 の

な ら ぶ 棚

で は な く,自 分 の ガ レー ジ に居 坐 って い るの で す 。 そ うと,悟 っ た私 達 は,ス

バ ル の横 を遠 慮 し乍 ら入 れ て載 く こ とに し ま した 。

研 究所 員 の案..従 って,二 階 の 中村 氏 の ア トリエ に 入 りま した。

「ドウモ,ド ウ モ 」吾 々。

「ドウモ,ド ウモ 」 中村 氏 。

か くて,現 代 的 ア イ サ ッ を終 えた,我 々 は,思 い 思 い に座 を 占 め ま した 。

それ か ら,今 日お邪 魔 した の は,実 は学 会 誌 の 内容 を今 少 しポ ピ ュ ラー に す

るた め に,作 家 の ア トリエ な ど訪 問 して,い ろい ろ と雑 談 な ど して,そ れ を 記

事 に しよ う,と い うこ とが 委員 会 で決 って,そ の 第 一 の 候 補 者 に 中村 氏 が よ か

ろ うと云 うこ とに な った,と い うよ うな わ けで 実 は押 か けて 来 た の で あ って,

お 多忙 中 全 く恐縮 で あ るけ れ ど も,ま あ,学 会 の 為 だ か ら我 慢 して い た だ きた

い 。 」 とい うよ うな 口 上 を 四人 が シ ドロモ ドロ申 し ま した 。

や っ と口上 だ けは,何 とか 申 し立 てた の で あ ります が,実 は話 を 始 め る よ

り,室 内 の 色 ん な物 が 目に つ い て,そ の 方 に気 が 行 って い けな い の で す 。

画家 の ア トリエ で あ るか ら,画 架 や,描 きか け の絵 が あ るの は当 然 で す 。 勿
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論,モ ダ ンア ー ト協 会 の会 員 で あ る画 家 の ア トリエ です か ら,抽 象 的 な絵 が そ

の 大 半 で あ りま す 。 そ れ で も,申 村 真17才 の作 とい う六 甲 山 の絵 と い う も の

が,や は り堂 々 とか け て あ ります 。

人 に よ って は,過 去 の作 品 を絶 対 に 出 したが らな い とい う傾 向 が あ る人 もあ

りま す が,・申 村 氏 は,'「 ス ゴシザ ック の ま うで し よ う。 」 と,少 し もは ば か る

所 が あ りま せ ん 。 ド'

芸術 は迂 余 曲 折 を 経 て進 む もの で あ る。 とい うこ とを 自己 の ア トリエ の 中 に

も展 開 して,自 分 を 客観 的 に見 る訓 練 で も して 居 られ るの で しよ うカ∫。 そ れ と

も氏 の ナ ル シス 的傾 向 が,や や もす れ ば 出て 来 たの で しよ うか 。 次 に,大 きな

ステ レオが 坐 って い るの は,音 痴 が 多 い,画 家 や 美術 評 論 家 に とって は,一 つ

の 脅迫 の武 器 と も目 に 映 りま した。 一

一 方 の壁 に洋 酒棚 が あ るの は
,反 対 に ま た訪 問 者 に好 感 を与 え,サ 』 ビス精

神 が 満 点 以 上 で あ る,氏 の大 阪商 人 の 一 面 が うかが えま す。

更 に,一 番 の オ ドロキ は,ア トリエ の 申 に あ って ア トリエ を一 段 とデ ラ ック

ス に見 せ て い る家具 類 で あ ります 。

真 黒 い,な め し皮 の マ ッ トを持 つ,ハ ー マ ン ・ミラー社 の イ ー ム ズの 安 楽 椅

子 と,足 掛 け,こ れ は 氏 が竹 中工 務 店 の米 国 派 遣 員 を通 じて手 に入 れ られ た品

物 で あ る とか,

「ま あ,中 西 さん,か けて ご らん … … 」

と云 っ た調 子 です す め られ て,代 る代 る イー一 ム ズの椅 子 に腰 を か け ま した。

腰 を落 す と,ス ー と腰 が椅 子 の 中 に吸 い込 まれ る よ うに 沈 ん で行 くの で あ りま

す 。椅 子 は合 板 の躯 体 部 分(脚,台,背 楓 肘 掛)と,皮 製 の マ ッ トか ら出来

て居 り,マ ッ トと躯 体 は,ホ ッ ク とボ タ ンに よ り,切 り離 す こ とが 出 来 ま す 。

マ ッ トのつ め もの の割 合 は下 表 の通 り。 、,,

ホ ー ム ラバ ー75%
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鞠 二毛::箋}25%・ 図版参照・

それに空気である。

空気が このマ ットの申に入っていて,人 が坐 ると,下 方の空気孔か ら除々に

出るよ うになっている。 このため,ス ーと吸い込まれるよ うに腰が沈んで行 く

と解した。

イームズの椅子がウエッ トな ら,ヤ コブセンの椅子は ドライである。

氏のア トリエににヤコブセンの椅子が三脚ある。安楽椅子1。 事務椅子1。

スッール1。

北根 さんは,ヤ コブセンの安楽椅子が至極気にいった様子であ ります。

「本当に腰掛 けとるとい う感 じがせ えへんなあ,な んや ら雲の上にのってい

る感 じや,一 体,こ れは何ぼほどしまんねん。」と云った調子で,頭 を後にそら

せた り,足 をピンとあげて,ボ ールベエア リングのよくきいた回転を楽 しんだ

りしていた。

何 しろ,我 々にとって,イ ームズとか,ヤ コブセンの実物を見たのは初めて

であるから。中村氏は言った。

「私が,こ んな椅子を手に入れたのは,そ して,こ れを御堂筋の私の家にお

いているのは,日 本に美術品のある美術館がないか らですよ。」

氏の話の申で,美 術品のない美術館の話がしばしば出て来る。前に意匠学会

例会での研究発表のときも,美 術品のない美術館 しか日本にはなくて,外 国に

は美術品のある美術館がある,と い うような話をきれたが,本 当のデザイン感

覚 とか,造 形感覚 とい うものは,本 当の美術品を 「拝見スル」だけではなく,

本当の美術品を 「自分 ヲ骨肉化シナケレバナラヌ」とい う氏の持論か,あ るい

は信念から,日 本では美術館長が,美 術品を買ってこれないから,中 村真が買

って来たのだ。」とい うこととなる。

XXXXXXXX
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さ て,中 村 真造 型 科 学研 究 室,及 び 中 村真 社長 の営 業 陲 目 を招 介 しよ う。

1.種 々 の ア ー トデ ィレ ク ト。

2.1か ら派生 して,あ らゆ る造 形 の コン サル タ ン ト。

A)メ ー カ ー の場 合 …… プ ロダ ク トデザ ィ ン

B)商 店 の場 合 …… … α)店舗 デ ザ イ ン

(ロ)商品 デ ィス プ レ イ

の グ ラフ ィック デザ イ ン

←)等々

3.2の サ ー ビス と して,経 営 の相 談 百 般 。

4.ほ ん ま は,絵 が一 番 描 きた い ん や け ど,そ う もい き ませ ん の で 。(モ ダ

ンア ー ト協 会,会 員 と しそ の仕 事)

5.そ れ か ら,先 生,教 師 と して の仕 事 も仕 事 で し よ うな 。(浪 速 短 期 大

学,大 阪市 立 大 学 の 仕 事)

6.そ れ に,町 会 長 の 仕事 。(日 赤 奉 仕 団 の 副 団 長 で あ る とか,そ の た め今

年 の夏 は町 内 か ら出 た 明 星 高 校 の 選 手 の応 援 に 町 内 の人 々 を引 率 して 甲

子 園 に通 わ れ た とか … …)

XXX'XXXXXXX

営 業 種 目中 の 第 一 の ア 温 トデ ィレ ク トの仕 事 につ いて 少 々 お 話 を うか が い ま

した 。

申 西 「ア ー トデ ィレク トといい,造 形 コ ンサ ル タ ン トとい い。 新 しい 仕 事の

分 野 で す か ら,ま だ,相 談 をす る側 が,充 分,デ ィレ ク ター や,コ ン サ

ル タン トの使 い方 を知 らな い の で は な い で しよ うか。 」

申村 氏 「相 談 を し に来 る人 は,そ ん な むつ か しい事 は考 えて い ませ ん よ。 皆 こ

うで す よ。

『ど うしま ん ね ん。 』

『ど うしま し ょ』
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これ だ けで す わ 。 こμ だ け1でえ えの で す 。要 は答 え る側 の デ ィレ クタ ー

や コ ンサ ル タ ンの 巾 の広 さ,狭 さで 決 ま るの で す な 。

だ か ら,本 当 に巾 広 い デ ィレ ク トの 仕 事 となれ ば,ど うして も商 売 に対

す るAdministration(管 理,統 制)と い う.もの を離 れ て は 考 え られ ま せ

ん ね 。 この コ マ ー シ ャルー ア ドミニ ス トレ ー シ ョンの上 に 立 った ビジ ュ

ァ ル ・コ オ ーデ ィネ ー シ ョン(視 覚 的 な調 合)こ そが,本 当 の デ ィレ ク

タ ー とか,コ ンサ ル タ ン トの 仕 事 で す わ ゜ 」

北 根 「こ こで は,写 真 はや らな いの で す か 。 」

申 村氏 「や りた い の で すが ね,仲 々大 へ ん で す わ 。 ミュー ラー ・ブ ロ ック マ ン

な ど二 人 の専 門家 を置 い てや っ てい ます よ。 撲 もや りたい です ね。 しか

し,カ メ ラ とモ デ ルが あ れ ば写 票 で あ る とい うよ うな写 真 な らや りた く

な い で す ね。 週 刊 誌 の 表紙 の 写 真 な ん て,あ れ は ポ ー トレ イ トで あ っ

て,カ ラー ・フ ォ トグ ラ フ ィで は な い で す ね。

僕 が や るな ら,も つ とユ ー モ ァ ー とか,ウ イ ッ トとか を と り入 れ た ポ エ

`テ ィ
ッ クな フ 才 トグ ラ フ ィ∴ をや りた い の だが,現 代 日本 の企 業 に は ゜

エ テ ィ ック なん て もの は あ りませ ん ね 。 ア ス パ ラ,ア スパ ラ,ア ス パ

ラ,ア スパ ラで や りぬ こ う。 な ん て調 子 です か ら。 それ に 近 頃,梅 田 界

隈 の 喫茶 店 で ク ロ ッキ ー ブ ッ クを持 った連 申が 議 論 して い る の を 聞 く

と,こ れ か らの デ ザ イ ンは,デ ザ イ ナ ーか,フ ォ トグ ラ フ『アー か とい う

'よ うな 議論 ば か りで
,何 が デ ザ イン で あ り,何 が フ ォ トグ ラ フで あ る か

とい う本 質 な ん て もの で な く,ど ち らが 今 後,よ く買 わ れ るだ ろ うか と

い うこ とな んで す ね,こ れ は芸 術 論 争 じ ゃあ りませ ん よ。

.・ そ れ とい うの も,写 真 は ただ カ メラ と'モデル ざ えあ れ ば 出来 る と思 っ て

い るか らで す ね。 写 真 に コ ン ポ ジ シ ョンな ん て もの は要 らぬ と思 って い

る輩 で す よ。 いや,案 外 コ ン ポ ジ シ ョンな ん て もの を知 らない の と違 い

ます か 。 そ うい うと コ ンポ ジ シ ョン を教 え る所 は余 りに も少 な い で す

一41一

コ



な 。 」

向 井 「建 築 で もそ うで す よ。構 造 は あ るが 構 成 が な い。 」

・中 村 氏 「それ は,美 術 館 に美術 が な いか らです よ
。 美 術 館 に美 術 さ え あれ ば,

コ ンポ ジ シ ョンは育 つ の です よ。 」

こ うな る と,や や 中 村 教 の教 祖 的 発 言(?)で あ るが,真 意 は構 成感 覚 とい

うよ うな もの は,知 識 と して修 得 出来 る もの で は な く,我 々が 実際 に体 験 して

修 得 す る もの で あ るか ら,よ い伝 統 と,す ぐれ た 環 境 で,洗 錬 され た体 験 を体

験 して,本 当 の構 成 感 覚 を養 わね ば な らぬ 。 その一 例 と して,美 術 館 に もよ い

美 術 品 を置 か ね ば な らぬ,と い う意 味 と受 け と る こ とに し よ う。

更 に教 柤 中村 真 の言 葉 が つ づ く。

申村 氏 「だ か ら,美 術 館 に美 術 き えあ れ ば デ ザ イ ン教 育 な んて,特rZと りた て

て い うこ と もな くな るの です 。

デザ イ ン とい う言 葉 自身 や め て了 って もよ ろ し い。

グ ラ フ ィ ック ・テ ク ニ ッ ク とお 札 を読 む こ と(商 売 の意 味 と解釈 い た し

ま し よ う)き え あれ ばい い の じや ない で す か。 グ ラ フ ィ ック ・テ ク ニ ッ

ク と して は,空 聞管 理 の 出来 る幾 何 学 を教 え る ことで す ね。 それ に デ ッ

サ ン と図学 。 これ き えあれ ば グ ラ フ ィッ ク ・テ ク ニ ック とし て 充 分 で

す 。

そ れ よ り も美 術 品 の あ る美 術 館,こ れ が無 けれ ば,何 もか もお しま い で

す が ね 。 」

XXXXXXXXXX

「美 術 品 の あ る美術 館 教 」 の 教祖 か ら,い ろい ろ と神 器 を拝 見 す を こ とに し

ま し た。

先 づ,ヴ ェネ チ アの 色 ガ ラス の品 々で す 。

1962年 ヴ ェ チア ・ビエ ン ナー レに 出品 され てい た とい う。 ヴ ェニ ー 二作 の 花

器 を初 め,カ ッ トが ほ ど こ きれ て い る水 差 しや,つ ぼ,な ど数点 。 それ に 中 村
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氏 の仕 事 机 の 上 の ラ ン タ ンの シ ェー ド もヴ ェネ チ ア ・ガ ラスで あ り,玄 関 の ラ

ンタ ン もそ うで した 。

中村 氏 「僕 は,向 うへ 行 って か ら,本 当 に ヴ ェネ チ ア の と りこ にな り ま し て

ね 。 ヴ ェネ チ ア は誰 も彼 も色 に関心 が あ るの で す ね 。色 が ない と ガ ラ ス

で は な い と思 っ てい るので す よ。 その 点,同 じ ガ ラス で もヂ ェ コ等 は 違

い ます ね 。 や は り伝 統 で す よ。 」

神 器 は,ヴ ェネ チ ア の ガ ラ ス だ けで は な い 。 デ ンマ ー クの ス プ ー ンや フ ォー

ク も並 べ られ る。 オ ー ドー ブル の皿 は,中 村 真 の 陶画 で あ る。

次 に,元 井 さん の所 望 に よ っ て靴 の コ レ ク シ ョンが被 露 きれ る。 み ん な イ タ

リヤ製 の 靴 で あ る。 皮 が ワ ニだ とか,ト カゲ で あ る とか,カ ン ガ ル 」で あ る と

い うの で は な い。 普 通 の牛 皮 で あ る。 しか し,そ の 軽 さと,や わ らか き は独 特

の もの で あ る。

申 村 氏 「何 で もな い デ ザ イ ンです 。 しか し,本 当 には け る様 に作 られ て い る の

で す ね。 坊 主 が 作 るので す よ。 一 番 す ば らしい 技 術 は修 道 院 の修 道 僧 の

中 に受 けつ が れ て来 た伝 統 に よ るので す ね。 」

XXXXXX

神器は机の上に もころが っていた。美 しい文字盤を持ったイタリヤの時計。

申村氏 「ローマ字が本当に生 きている国はイタ リヤだけですね。」

文字盤 は美しく,現 代風 にアレンジされたローマ字で描かれていた。

申村氏 「僕の所には,こ っとう品は二点 しかないのですよ。」

見せていただいた,コ ッ トウ品は鉄斉の水墨掛幅 とギ リシヤの赤絵皿であっ

た。

音楽について話が移ろうとしたが,音 楽に弱い訪問者ばかりであったので,

早々に辞を呈して美術のあるア トリエを去 る事にしたのだが。

階下の仕事場は,二 階のア トリエとはガラリと趣を変 えて,非 常にビジネス

ライクである。書架の書物の整理の見事 さは全 く敬服のほかはない。赤,黄,
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緑,橙 等 の色 紙 を背 表 紙 につ けた ケ ー スに,一 年 分 の雑 誌 を入 れ,そ れ に,F

とか,Gと か,1と か い うイ ニ シ アル を附 けて,夫 々,フ ラ ン ス,ド イ ッ,イ

ダ リャ の各 国別 の雑 誌 を分 類 して い る。 この分 類 の仕 方 が 特 に ビジ ュ アル ・コ

オ ー デ ィネ ー トで あ る。 図書 館 で み る よ うな,小 さな ラベ ル と数字 に よ る,無

味 な分 類 法 とは 異 な る。

と もす る と,「 紺屋 の 白袴 」 とな りが ちな,デ ザ イ ナ ーや 画 家 自身 の ア トリ

エ や 仕 事 場 に さ え,デ ザ イン の神 経 を行 き とどか せ て い るの は
,大 い に見 習 わ

ね ばな らぬ事 だ と思 う。

美 し く,ひ か えめ勝 ちな奥 様 や,よ くこ えて ボ ー リン グが 上 手 で あ る とい う

息子 氏 の見 送 りを受 け て,御 堂 筋 に出 た訪 問 者達 は,夜 風 に 当 り乍 ら も,余 り

に一 度 にい い もの を見 た為,消 化 不 良 で,美 術 品 の あ る美 術 館 教 に酔 った 如

く,銀 杏 並 木 を歩 い て 行 った。

XXXXXXXX

英 文 学 者 で あ る深 瀬 基寛 が,曽 て こん な こ とを何 か の册 子 で述 び て い た 。

「教 育 の効 用 とい う もの は,智 慧 を授 け,芸 を習 得 させ,ゴ チ ソ ー を享 受 き

せ る こ とで あ る。 知 識 を教 え 為 ことな どは,そ の本 意 で は ない 」 とい う意 味

の こ とで あ った 。 ゴチ ソ ー を受 け る こ と。 眼 の ゴチ ソー,耳 の ゴ チ ソ^,知

識 の ゴチ ソ ー,味 の ゴ チ ソー,す べ て 教育 の効 用 の一 つ で あ ろ う。

我 々 は,中 村 ア ト リエ をお とつ れ て真 の ゴチ ソ ー を受 け た。

こん な ゴ チ ソ ーが,誰 で も,何 時 で も,気 軽 に享 受 出来 る よ うに あ りた い も

の だ 。

その た めに は,美 術 館 に は美 術 品が な くて は な らぬ の で あ る。 中 村 教 祖 の 教

え も少 しは 解 って来 た よ うで あ る。 この こ とが せ めて も,氏 の 多 忙 な 時 間 を

き い て い た だ い た む くい と もなれ ば幸 甚 で あ る。(申 西 記)
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